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行
政
学
の
大
家
の
東
大
名
誉
教
授
、
大
森
彌
先
生

が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
は
や
１
年
近
く
が
た
つ
。

大
森
先
生
は
「
町
村
週
報
」
に
も
数
多
く
の
コ
ラ
ム

を
執
筆
さ
れ
、
全
国
町
村
会
と
も
つ
な
が
り
が
深

か
っ
た
。
私
は
専
門
分
野
も
年
恰
好
も
先
生
と
は
異

な
る
が
い
く
つ
か
の
忘
れ
ら
れ
な
い
接
点
が
あ
っ
た
。

一
番
古
い
思
い
出
は
、
東
大
紛
争
か
ら
間
も
な
い

こ
ろ
の
教
員
間
の
混
乱
し
た
会
合
で
の
こ
と
だ
っ

た
。
た
し
か
大
森
先
生
は
当
時
、
教
養
学
部
長
で
私

も
何
ら
か
の
執
行
部
の
役
割
で
、
教
員
の
不
満
を
受

け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立
場
だ
っ
た
。そ
の
際
、

大
森
先
生
は
泰
然
自
若
と
し
て
お
ら
れ
、
若
い
私
に

言
う
べ
き
こ
と
を
言
う
タ
イ
ミ
ン
グ
を
的
確
に
指
示

し
て
く
れ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の

タ
イ
ミ
ン
グ
が
、私
自
身
も
何
か
発
言
し
な
け
れ
ば
、

と
思
う
タ
イ
ミ
ン
グ
と
同
じ
だ
っ
た
の
を
印
象
深
く

思
い
出
す
。

ま
た
、
そ
れ
か
ら
随
分
時
間
が
経
過
し
た
の
ち
、

自
治
体
学
会
の
お
世
話
係
の
役
目
を
先
生
か
ら
引
き

継
い
だ
の
ち
、
総
会
等
の
会
場
の
片
隅
に
静
か
に

座
っ
て
後
任
の
メ
ン
バ
ー
の
発
言
を
静
か
に
、
し
か

し
注
意
深
く
聞
い
て
お
ら
れ
た
姿
が
印
象
に
残
っ
て

い
る
。

晩
年
に
は
、
㈶
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
事
業
で

あ
る
全
国
地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
の
塾
長
を
大
森
先

生
か
ら
引
き
継
ぎ
、
大
森
名
誉
塾
長
と
二
人
三
脚
で

塾
生
の
指
導
に
あ
た
っ
て
き
た
。
そ
の
際
、
大
森
先

生
は
、「
思
い
入
れ
の
強
い
町
村
と
の
関
係
は
、
な

か
な
か
文
章
と
し
て
発
表
で
き
る
よ
う
な
も
の
で
は

な
い
」
と
し
み
じ
み
語
っ
て
お
ら
れ
た
の
が
記
憶
に

残
っ
て
い
る
。研
究
の
た
め
の
付
き
合
い
で
は
な
く
、

地
域
の
痛
み
や
志
に
共
感
し
、
仲
間
と
し
て
な
ん
と

か
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
が
先
生
を
突
き
動
か
し
て

い
た
の
だ
ろ
う
。

お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
あ
と
、
自
治
体
学
会
の
会

誌
で
追
悼
特
集
が
組
ま
れ
、
そ
の
中
で
、
大
森
先
生

が
若
い
こ
ろ
大
変
な
苦
学
を
さ
れ
た
こ
と
を
初
め
て

知
っ
た
。
高
校
も
夜
間
だ
っ
た
と
い
う
。
ご
苦
労
さ

れ
た
分
だ
け
、
他
者
の
痛
み
や
苦
し
み
も
自
分
事
と

し
て
お
感
じ
に
な
っ
て
い
た
の
だ
と
今
に
し
て
思

う
。
だ
か
ら
こ
そ
条
件
不
利
地
域
へ
の
想
い
も
人
一

倍
強
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
大
森
彌
先
生
の
に
こ
や
か

で
は
に
か
み
が
ち
の
笑
顔
の
背
後
に
、
そ
う
し
た
強

い
思
い
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
、
粛
然
と
し
た
。

泥しぶき舞う、御
おん

田
だ

祭
さい

（宮崎県美
み

郷
さと

町
ちょう

）〔写真提供：（一社）美郷町観光協会〕

写真キャプション
平安時代からおよそ 1000 年続
く田植え祭りで、県の無形民俗文
化財に指定されている。無病息災
と五穀豊穣を祈願する「牛馬入れ」
や「みこし入れ」などが毎年7月
に行われ、泥しぶきを浴びると無
病息災が約束されるという。他に
もステージイベントや地元特産
品・ご当地グルメが味わえる催し
もあり、花火大会では約 1,200
発の花火が美郷の夜を彩る。

大
森
彌
先
生
の
こ
と

國
學
院
大
學
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
長

西に
し

村む
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活

動

政

策

フ
ォ
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ム
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想

吉
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⑵
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域
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す
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会
議
冒
頭
、
河
野
デ
ジ
タ
ル
行
財
政
改

革
担
当
大
臣
か
ら
、「
①
総
理
指
示
を
踏

ま
え
、
基
本
方
針
案
を
と
り
ま
と
め
た
。

②
約
１
８
０
０
自
治
体
が
個
々
の
シ
ス
テ

ム
を
開
発
・
所
有
す
る
の
で
は
な
く
、
国

と
地
方
が
協
力
し
て
シ
ス
テ
ム
を
開
発

し
、
そ
れ
を
幅
広
い
自
治
体
が
利
用
す
る

仕
組
み
を
広
げ
て
い
く
。
③
シ
ス
テ
ム
は

共
通
化
、
政
策
は
地
方
公
共
団
体
の
創
意

工
夫
、
そ
し
て
デ
ー
タ
を
即
時
に
取
得
す

る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
・
経
済
の
変
化
、

あ
る
い
は
有
事
の
際
に
も
対
応
で
き
る
柔

軟
か
つ
強
靱
な
行
政
を
つ
く
る
。
そ
し
て

国
・
地
方
を
通
じ
て
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
が

最
小
化
と
な
る
よ
う
な
行
政
を
目
指
す
。

④
基
本
方
針
案
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、

地
方
三
団
体
の
代
表
者
〔
※
本
会
：
松
田

副
会
長
（
秋
田
県
美
郷
町
長
）〕
と
議
論

を
重
ね
て
き
た
。夏
に
も
立
ち
上
げ
る
国
・

地
方
の
連
絡
協
議
会
、
各
府
省
庁
の
Ｄ
Ｘ

の
推
進
の
枠
組
み
の
も
と
、
地
方
か
ら
の

意
見
を
踏
ま
え
対
応
し
て
い
く
」
等
の
発

言
が
あ
っ
た
。

吉
田
会
長
は
、
地
方
側
の
意
見
を
十
分

に
聞
い
た
う
え
で
基
本
方
針
案
が
作
成
さ

れ
た
こ
と
に
対
し
謝
意
を
伝
え
た
。
続
け

て
、「
今
後
、
具
体
的
な
議
論
を
進
め
て

い
く
際
に
も
、
地
方
の
現
場
の
意
見
を
十

分
反
映
し
、新
た
に
共
通
化
す
べ
き
業
務
・

シ
ス
テ
ム
の
候
補
の
選
定
等
を
検
討
い
た

だ
き
た
い
」
と
し
、
小
さ
な
町
村
で
あ
っ

て
も
負
担
な
く
参
加
で
き
る
よ
う
な
制
度

吉
田
隆
行
会
長
（
広
島
県
坂
町
長
）
は
６
月
18
日
、
政
府
が
開
催
し
た
「
第

７
回
デ
ジ
タ
ル
行
財
政
改
革
会
議
」
に
出
席
し
た
。
政
府
側
か
ら
は
、
岸
田
内

閣
総
理
大
臣
、
河
野
デ
ジ
タ
ル
行
財
政
改
革
担
当
大
臣
（
副
議
長
）、
林
内
閣

官
房
長
官
（
副
議
長
）、
松
本
総
務
大
臣
、
新
藤
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
経

済
財
政
政
策
）、
小
泉
法
務
大
臣
、
盛
山
文
部
科
学
大
臣
、
武
見
厚
生
労
働
大

臣
、
斉
藤
国
土
交
通
大
臣
、
松
村
国
家
公
安
委
員
会
委
員
長
・
内
閣
府
特
命
担

当
大
臣
（
防
災
）、
加
藤
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
こ
ど
も
政
策 

少
子
化
対
策 

若
者
活
躍 

男
女
共
同
参
画
）、
自
見
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
地
方
創
生
）、

赤
澤
財
務
副
大
臣
等
が
出
席
し
た
。

こ
の
日
の
会
議
で
は
、「
デ
ジ
タ
ル
共
通
基
盤
の
整
備
・
運
用
に
向
け
た
基

本
方
針
」
に
対
す
る
地
方
三
団
体
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
が
行
わ
れ
た
。

▲出席する吉田会長

吉田会長が吉田会長が
「第７回デジタル行財政改革会議」「第７回デジタル行財政改革会議」

に出席に出席
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設
計
を
要
望
し
た
。

ま
た
、
標
準
準
拠
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行

に
関
し
、「
令
和
７
年
度
末
ま
で
の
移
行

に
向
け
、
い
よ
い
よ
佳
境
を
迎
え
る
。
移

行
経
費
の
増
加
や
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド

の
利
用
で
現
状
よ
り
も
経
費
が
増
加
す
る

見
積
り
が
出
る
な
ど
、
特
に
コ
ス
ト
面
に

つ
い
て
町
村
は
本
当
に
頭
を
悩
ま
せ
て
い

る
。
国
に
お
い
て
は
、
現
状
を
把
握
し
た

う
え
で
さ
ら
な
る
財
政
支
援
を
行
う
な

ど
、
町
村
に
寄
り
添
っ
た
対
応
を
お
願
い

す
る
」
と
述
べ
、
発
言
を
締
め
括
っ
た
。

こ
の
後
、
松
本
総
務
大
臣
か
ら
、「
①

フ
ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド
改
革
に
つ
い
て
、
自
治

体
ご
と
の
実
情
に
対
応
す
る
観
点
か
ら
人

口
規
模
別
の
先
進
モ
デ
ル
を
今
年
度
中
に

構
築
し
、横
展
開
を
図
る
。自
治
体
に
と
っ

て
も
、
住
民
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
と
い
う
こ
と
を
具
体
的
に
理
解
し
て
横

展
開
を
進
め
た
い
。
②
都
道
府
県
と
市
町

村
が
連
携
し
た
Ｄ
Ｘ
推
進
体
制
の
構
築
の

ほ
か
、
従
来
の
三
層
の
対
策
の
見
直
し
や

今
般
の
地
方
自
治
法
改
正
案
の
趣
旨
を
踏

ま
え
た
ク
ラ
ウ
ド
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
基
盤

に
係
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
強
化
な
ど
、
基

本
方
針
に
基
づ
い
た
関
係
施
策
の
推
進
に

向
け
、
地
方
側
の
意
見
を
丁
寧
に
伺
い
な

が
ら
業
務
改
革
、
デ
ー
タ
連
携
な
ど
、
さ

ら
な
る
改
善
向
上
を
見
据
え
て
自
治
体
Ｄ

Ｘ
、
地
域
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い

く
。
③
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
は
業
務
プ
ロ
セ
ス

の
改
革
が
必
要
で
あ
り
、個
別
業
務
の
国
・

地
方
を
通
じ
た
業
務
フ
ロ
ー
の
可
視
化
や

課
題
発
掘
支
援
等
を
通
じ
て
国
・
地
方
デ

ジ
タ
ル
共
通
基
盤
に
係
る
取
組
を
支
援
し

て
い
く
」
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

最
後
に
、
岸
田
総
理
大
臣
か
ら
「
国
・

地
方
デ
ジ
タ
ル
共
通
基
盤
の
整
備
・
運
用

へ
の
取
組
を
本
格
化
す
る
。
本
日
と
り
ま

と
め
た
基
本
方
針
に
基
づ
き
、河
野
大
臣
、

松
本
大
臣
を
中
心
に
デ
ジ
タ
ル
公
共
イ
ン

フ
ラ
と
共
通
シ
ス
テ
ム
の
整
備
・
利
活
用

を
推
進
す
る
『
ヨ
コ
の
改
革
』
と
、
各
省

庁
に
よ
る
所
管
分
野
の
Ｂ
Ｐ
Ｒ
（
業
務
改

革
）
と
デ
ジ
タ
ル
原
則
を
徹
底
す
る
『
タ

テ
の
改
革
』
を
同
時
に
進
め
て
い
く
。
こ

れ
に
よ
り
、
国
・
地
方
を
通
じ
た
ト
ー
タ

ル
コ
ス
ト
の
最
小
化
を
実
現
し
て
い
く
」

と
の
発
言
が
あ
り
、
会
議
は
閉
会
し
た
。

▲発言する岸田内閣総理大臣
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休
刊
の
お
知
ら
せ

　
７
月
８
日
付
の
町
村
週
報
に
つ
き
ま

し
て
は
、休
刊
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第
３
２
８
６
号
は
７
月
15
日
付
の
発

行
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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１１
．
は
じ
め
に

．
は
じ
め
に

令
和
５
年
７
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

新
た
な
国
土
形
成
計
画
に
お
い
て
は
、

目
指
す
国
土
の
姿
と
し
て
「
新
時
代
に

地
域
力
を
つ
な
ぐ
国
土
」
を
掲
げ
、
国

土
の
基
本
構
造
と
し
て
「
シ
ー
ム
レ
ス

な
拠
点
連
結
型
国
土
」
の
構
築
を
図
る

こ
と
と
し
、
日
常
生
活
レ
ベ
ル
で
は
、

暮
ら
し
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
持
続
的

に
提
供
さ
れ
る
地
域
生
活
圏
の
形
成
等

に
よ
り
、
地
域
の
魅
力
を
高
め
、
地
方

へ
の
人
の
流
れ
の
創
出
・
拡
大
を
図
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
実
現
に

向
け
た
有
力
な
政
策
の
一
つ
と
し
て
捉

え
ら
れ
て
い
る
の
が
、
二
地
域
居
住
の

促
進
で
す
。
二
地
域
居
住
は
、
主
な
生

活
拠
点
と
は
別
の
特
定
の
地
域
に
生
活

拠
点
（
ホ
テ
ル
等
も
含
む
。）
を
設
け
る

暮
ら
し
方
で
あ
り
、
地
方
へ
の
人
の
流

れ
を
生
み
出
す
も
の
と
し
て
、
地
域
に

お
け
る
新
た
な
担
い
手
の
確
保
や
地
域

住
民
と
の
交
流
を
通
じ
た
新
た
な
ビ
ジ

ネ
ス
の
創
出
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で

地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
も
、
国
土
交
通
省
で
は
令
和

３
年
に
「
全
国
二
地
域
居
住
等
促
進
協

議
会
」
を
組
織
す
る
な
ど
、
自
治
体
や

関
係
団
体
と
連
携
し
、
二
地
域
居
住
の

▲

移
住
・
二
地
域
居
住
等
へ
の
関
心

移住・二地域居住等への関心

○コロナ禍以降、東京圏在住者の地方移住への関心が高まっており、20歳代の約半数が関心あり
（令和5年４月内閣府調査）。
○二地域居住等を実施していない人のうち、約3割が関心あり。二地域居住の実施者の世帯年収は中間層が
ボリュームゾーン（令和４年度国土交通省調査） 。

○地方移住に当たっては、住まいのほか、移住先でのなりわい（仕事）や、買物や公共交通等の利便性、
人間関係や地域コミュニティを懸念として挙げる人が多い。

地方移住への関心（20歳代）

（出典）国土交通省「二地域居住に関するアンケート」（インターネット調査（令和4年8月31日～9月12日）

※本アンケートは、18歳以上の全世代に対して実施しており、全体の回答者は約12万人。

（出典）内閣府「新型コロナウイルス感染症の影響下における生活意識・行動の変化に関する調査」（令和５年４月）
(備考)東京圏：東京都、埼玉県、千葉県、神奈川県。

二地域居住等への関心

地方移住に当たっての懸念

（出典）内閣官房 第６回 新型コロナウイルス感染症の影響下における 生活意識・行動の変化に関する調査
（令和５年４月）

（備考）東京圏在住で地方移住に関心がある人

※令和５年３月
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ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
も
対
象

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
も
対
象

対
策
の
四
つ
の
柱
の
う
ち
、「
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
物
価
高
騰
等
に
直
面
す
る
生

活
困
窮
者
等
へ
の
支
援
」
の
一
環
と
し
て

盛
り
込
ま
れ
た
の
が
、
コ
ロ
ナ
対
応
の
た

め
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
拡
充
だ
。

21
年
度
補
正
予
算
で
計
上
し
た
画
を
作
成

し
、原
則
と
し
て
７
月
29
日
ま
で
に
提
出
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
国
が
各
自
治
体
の
交
付

限
度
額
の
範
囲
内
で
配
分
額
を
決
定
す

る
。国

の
第

国
の
第
３３
期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

の
策
定

の
策
定

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
応
分
と
し
て

措
置
し
た
臨
時
交
付
金
１
兆
円
の
う
ち
、

各
自
治
体
に
は
８
０
０
０
億
円
が
先
行
配

分
さ
れ
る
。
21
年
度
補
正
の
地
方
単
独
事

業
分
の
留
保
分
２
０
０
０
億
円
と
、
22
年

度
予
備
費
で
措
置
し
た
８
０
０
０
億
円
の

う
ち
６
０
０
０
億
円
を
活
用
す
る
形
と
な

る
予
定
。
こ
の
た
め
、
留
保
分
か
ら
の
２

０
０
０
億
円
は
、
地
方
単
独
事
業
分
と
同

様
の
扱
い
で
、
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対

応
分
以
外
の
事
業
に
も
幅
広
く
活
用
可
能

促
進
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ

で
す
。

現
在
、
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
や
、
A
I
、

I
o
T 

の
普
及
等
に
加
え
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
行
動
制
約
を
背
景
に
、
テ
レ

ワ
ー
ク
を
始
め
と
す
る
デ
ジ
タ
ル
を
活
用

し
た
暮
ら
し
方
・
働
き
方
へ
の
転
換
が
進

ん
で
お
り
、
地
方
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、コ
ロ
ナ
禍
以
降
、

東
京
圏
在
住
者
の
地
方
移
住
へ
の
関
心
が

高
ま
っ
て
お
り
、
特
に
20
歳
代
の
地
方
移

住
へ
の
関
心
は
全
年
齢
に
対
し
て
大
き

く
、
約
半
数
（
44
・
8
％
）
が
地
方
移
住

へ
の
関
心
を
示
し
て
い
ま
す
（
令
和
５
年

４
月
内
閣
府
調
査
）。
ま
た
、
二
地
域
居

住
等
を
行
っ
て
い
な
い
者
を
対
象
に
実
施

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
約
３
割
（
27
・

9
％
）
が
二
地
域
居
住
等
の
関
心
層
で

あ
っ
た
と
の
結
果
が
出
て
お
り
ま
す
（
令

和
４
年
度
国
土
交
通
省
調
査
）。
多
く
の

自
治
体
に
お
い
て
、
移
住
を
視
野
に
入
れ

た
も
の
を
含
め
、
二
地
域
居
住
の
促
進
に

資
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
が
行
わ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。 

国
土
政
策
局
と
し
て
は
こ
の
流
れ
を
捉

え
、
二
地
域
居
住
等
の
さ
ら
な
る
促
進
を

図
る
べ
く
、
国
土
審
議
会
推
進
部
会
の
下

に
「
移
住
・
二
地
域
居
住
等
促
進
専
門
委

員
会
」（
以
下
「
専
門
委
員
会
」
と
い
う
。）

を
設
置
し
、
二
地
域
居
住
等
に
係
る
課
題

や
政
策
面
を
含
め
た
対
応
な
ど
の
議
論
を

進
め
、
令
和
６
年
１
月
に
と
り
ま
と
め
を

行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
専
門
委
員
会
に
お
け
る
議
論
も

踏
ま
え
、
令
和
６
年
２
月
に
「
広
域
的
地

域
活
性
化
の
た
め
の
基
盤
整
備
に
関
す
る

法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
を
今

国
会
（
第
213


回
国
会
）
に
提
出
い
た

し
ま
し
た
。
な
お
、本
法
案
に
つ
い
て
は
、

4
月
25
日
衆
議
院
議
了
、
5
月
15
日
参
議

院
議
了
に
よ
り
成
立
し
、
5
月
22
日
に
公

布
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

本
稿
で
は
、
上
記
の
「
移
住
・
二
地
域

居
住
等
促
進
専
門
委
員
会
」
の
中
間
と
り

ま
と
め
の
概
要
と
、「
広
域
的
地
域
活
性

化
の
た
め
の
基
盤
整
備
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
に
つ
い
て
ご
紹

介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

２２
．．��「
移
住
・
二
地
域
居
住
等
促
進
専

「
移
住
・
二
地
域
居
住
等
促
進
専

門
委
員
会
」
中
間
と
り
ま
と
め

門
委
員
会
」
中
間
と
り
ま
と
め

専
門
委
員
会
で
は
、
自
治
体
や
民
間
な

ど
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
実
際
に
二
地
域
居

住
の
促
進
・
実
践
に
携
わ
っ
て
い
る
方
々

に
委
員
と
し
て
ご
参
画
い
た
だ
き
、
現
場

に
お
け
る
取
組
事
例
や
課
題
認
識
を
ご
紹

介
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
関
係
省
庁
に
も

協
力
を
得
て
、
実
地
的
な
議
論
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
議
論
も
踏
ま
え
、
専

門
委
員
会
の
中
間
と
り
ま
と
め
で
は
、
二

 地域住民とのコミュニケーション不足
 二地域居住者等と地域住民を繋ぐ人材の

不足
 受け入れる側の自治体の情報発信不足

住まい（住環境） なりわい(仕事)の確保・新しい働き方 コミュニティ（地域づくりへの参加）

 テレワークに対応した仕事環境がほしい

 副業・兼業などの新しい働き方を地方でしたい

 住みたいのに住まいがない

 貸す側・借りる側への公的支援があると助かる

 いきなり移住は難しいので居住体験したい

 子育て・移動など生活利便性等の住生活環境の充実

 空き家の活用支援やシェアハウス等の活用・整備

 若者・ファミリー層の住宅取得や改修等のコ
スト面の支援

 お試し居住、長期滞在等の促進

 オンデマンド交通やデジタルの活用等による
生活環境の向上

横断的事項

 定住・交流促進施設の整備（廃校の活用）等
による地域交流の場の創出

 二地域居住者等が円滑に地域のコミュニ
ティに溶け込めるような仕組みづくり

 地域のビジョンやどんな人に来てほしいか
等の自治体の情報発信

 官民連携、都道府県・市町村連携による広域連携など、多様な主体による連携
体制づくり

 保育・教育環境の整備（区域外就学制度の周知など）
 国・自治体の新旧の様々な支援メニュー、民間事業者の取組みなどの情報共有・

発信の場の創出

 自治体の人手や空き家活用等に関する専門的知識の不足
 住まい・なりわい等の官民連携
 学びの環境づくり
 実践者の取組や、人口規模別の先導地域の情報共有

○コロナ禍以降、東京圏在住者の地方移住への関心が高まっており、
20歳代の約半数が関心あり（令和5年４月内閣府調査）。

○二地域居住等を実施していない人のうち、約3割が関心あり。二地
域居住の実施者の世帯年収は中間層がボリュームゾーン（令和４年度
国土交通省調査） 。

地方移住への関心（20歳代）

・新たな国土形成計画（令和５年７月閣議決定）に掲げる「地方への人の流れの創出・拡大」の実現に向け、国民の関心
を的確に捉えたニ地域居住等の促進を加速化することが不可欠。
・移住・二地域居住等の促進は、個人の多様なライフスタイルを実現することに加えて、地域力を高める関係人口の創
出・拡大等を通じた魅力的な地域づくりのための有効な手段。 ※「二地域居住等」…多拠点居住・お試し居住・長期滞在等

コワーキングスペースの整備

子育て世帯を含む若年層の移住・二地域居住等へのニーズの高まりを的確に捉え、ソフト・ハードの総合的な政策のパッケージ化が必要。

約半数

交流の促進

二地域居住等への関心

約３割

39.2％

関心層 44.8％

空き家を改修したお試し居住施設

 シェアオフィス等の整備

 コワーキングスペース整備による交流機
会の確保、新たなビジネス機会の創出

 職業のマッチング、就職後の人材育成・定
着等への支援、副業による地域との関わ
り合いの創出

 特定地域づくり事業協同組合制度の活用

国土審議会移住・二地域居住等促進専門委員会

中間とりまとめの概要（令和６年１月公表）

▲

専
門
委
員
会
中
間
と
り
ま
と
め
の
概
要

政　策
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地
域
居
住
者
や
二
地
域
居
住
を
希
望
す
る

方
々
が
直
面
す
る
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
る

「
住
ま
い
」、「
な
り
わ
い
（
仕
事
）」、「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
の
３
つ
の
観
点
か
ら
、
二

地
域
居
住
等
の
促
進
に
あ
た
っ
て
の
課
題

と
対
応
の
方
向
性
に
つ
い
て
整
理
さ
れ
ま

し
た
。

ま
ず
、
住
ま
い
に
関
し
て
は
、
若
者
・

子
育
て
層
等
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え

た
住
ま
い
の
確
保
や
、
二
地
域
居
住
に
係

る
経
済
的
負
担
の
軽
減
、
子
育
て
等
の
住

環
境
の
充
実
な
ど
が
課
題
と
し
て
挙
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
対
応
の
方
向
性
と
し

て
は
、
空
き
家
の
活
用
支
援
や
シ
ェ
ア
ハ

ウ
ス
の
活
用
・
整
備
、
若
者
・
フ
ァ
ミ
リ
ー

層
の
住
宅
取
得
や
改
修
等
の
コ
ス
ト
面
の

支
援
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
や
デ
ジ
タ
ル

の
活
用
等
に
よ
る
生
活
環
境
の
向
上
な
ど

を
図
る
べ
き
と
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
な
り
わ
い
（
仕
事
）
に
関
し

て
は
、場
所
に
し
ば
ら
れ
な
い
働
き
方（
転

職
な
き
移
住
）
へ
の
対
応
や
、
二
地
域
居

住
者
等
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
な
り
わ
い
の

確
保
な
ど
が
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
シ
ェ
ア
オ

フ
ィ
ス
等
の
整
備
や
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
整
備
に
よ
る
交
流
機
会
・
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
機
会
の
創
出
、
職
業
の
マ
ッ
チ

ン
グ
や
就
業
後
の
人
材
育
成
・
定
着
等
へ

の
支
援
、
副
業
に
よ
る
地
域
と
の
関
わ
り

合
い
の
創
出
を
図
る
べ
き
と
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
関
し
て
は
、
地
域
住

民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
や
二

地
域
居
住
者
等
と
地
域
住
民
を
つ
な
ぐ
コ

ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
的
な
人
材
の
不
足
な
ど
が

課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

対
応
に
は
、
定
住
・
交
流
促
進
施
設
の
整

備
（
廃
校
の
活
用
）
等
に
よ
る
地
域
交
流

の
場
の
創
出
、
二
地
域
居
住
者
等
が
円
滑

に
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
溶
け
込
め
る

よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
、
地
域
の
ビ
ジ
ョ

ン
や
ど
ん
な
人
に
来
て
ほ
し
い
か
等
に
つ

い
て
の
情
報
発
信
等
を
図
る
べ
き
と
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
横
断
的
事
項
と
し
て
、
施
策
間

連
携
・
地
域
間
連
携
・
官
民
連
携
の
強
化

や
学
び
の
環
境
づ
く
り
な
ど
対
応
す
べ
き

課
題
に
つ
い
て
整
理
が
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
は
、
こ
れ
ら
も
踏
ま
え
つ
つ
、

新
た
な
制
度
設
計
が
求
め
ら
れ
る
事
項
に

つ
い
て
、
提
言
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
市
町
村

が
中
心
と
な
っ
て
二
地
域
居
住
等
の
促
進

の
た
め
の
計
画
を
作
成
し
、
各
種
法
令
手

続
き
の
円
滑
化
等
に
よ
り
取
組
を
促
進
す

る
こ
と
、
二
地
域
居
住
等
の
促
進
に
関
す

る
活
動
を
行
う
民
間
事
業
者
や
N
P
O
法

人
等
の
指
定
制
度
を
創
設
し
、
官
民
連
携

に
よ
り
「
住
ま
い
」、「
な
り
わ
い
」、「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
に
係
る
事
業
を
パ
ッ
ケ
ー

ジ
で
促
進
す
る
こ
と
、
市
町
村
や
都
道
府
県

に
加
え
、
地
域
の
暮
ら
し
に
関
わ
る
民
間
事

業
者
を
含
め
た
協
議
会
を
設
置
し
、
情
報

の
連
携
や
提
供
な
ど
の
地
域
連
携
を
促
進

す
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容

を
し
っ
か
り
と
反
映
す
べ
く
、
今
般
の
法

改
正
の
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

３３
．．��「
広
域
的
地
域
活
性
化
の
た
め
の

「
広
域
的
地
域
活
性
化
の
た
め
の

基
盤
整
備
に
関
す
る
法
律
の
一

基
盤
整
備
に
関
す
る
法
律
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
」

部
を
改
正
す
る
法
律
」

今
般
改
正
す
る
「
広
域
的
地
域
活
性
化

の
た
め
の
基
盤
整
備
に
関
す
る
法
律
」は
、

平
成
19
年
（
2007



年
）
に
、
国
土
形

成
計
画
・
広
域
地
方
計
画
の
実
行
性
を
高

め
る
た
め
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
広
域
に

わ
た
る
活
発
な
人
の
往
来
等
を
通
じ
た
地

域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
国
際
的
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
観
光

事
業
な
ど
、
広
域
か
ら
の
来
訪
者
を
増
加

さ
せ
る
活
動
を
「
広
域
的
特
定
活
動
」、

そ
の
活
動
の
拠
点
と
な
る
会
議
場
施
設
や

観
光
施
設
を
「
拠
点
施
設
」
と
し
て
位
置

付
け
、
都
道
府
県
が
広
域
的
地
域
活
性
化

基
盤
整
備
計
画
に
基
づ
い
て
実
施
す
る
拠

点
施
設
周
辺
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
事
業
を
支

援
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

今
般
の
改
正
に
よ
り
、
二
地
域
居
住
を

「
特
定
居
住
」、
す
な
わ
ち
「
当
該
地
域
外

に
住
所
を
有
す
る
者
が
定
期
的
な
滞
在
の

た
め
当
該
地
域
内
に
居
所
を
定
め
る
こ

と
」
と
し
て
新
た
に
位
置
付
け
、
広
域
的

特
定
活
動
に
、
特
定
居
住
の
促
進
に
関
す

る
活
動
を
追
加
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
主
な
改
正
事
項
と
し
て
、
二
地
域

居
住
促
進
の
た
め
の
市
町
村
計
画
制
度
の

創
設
、
二
地
域
居
住
等
支
援
法
人
の
指
定

制
度
の
創
設
、
二
地
域
居
住
促
進
の
た
め

の
協
議
会
制
度
の
創
設
の
３
つ
を
掲
げ
て

い
ま
す
。

①�【
都
道
府
県
・
市
町
村
の
連
携
】
二
地

域
居
住
促
進
の
た
め
の
市
町
村
計
画
制

度
の
創
設

都
道
府
県
が
二
地
域
居
住
に
係
る
拠
点

施
設
と
そ
の
重
点
地
区
の
区
域
が
記
載
さ

れ
た
広
域
的
地
域
活
性
化
基
盤
整
備
計
画

を
作
成
し
、
市
町
村
に
送
付
し
た
と
き
、

市
町
村
は
、
当
該
重
点
地
区
の
区
域
内
に

お
い
て
特
定
居
住
促
進
計
画
を
作
成
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
特

定
居
住
促
進
計
画
に
は
、
二
地
域
居
住
を

促
進
す
る
区
域
、
二
地
域
居
住
に
関
す
る

基
本
的
な
方
針
（
地
域
の
将
来
像
や
求
め

る
二
地
域
居
住
者
像
な
ど
を
記
載
）、
住

宅
や
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
特

定
居
住
拠
点
施
設
の
整
備
に
関
す
る
事
項

等
を
定
め
ま
す
。
特
定
居
住
促
進
計
画
の

作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
計
画
の
区
域
内
の

住
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
の
措
置

を
講
じ
る
こ
と
や
、
③
の
二
地
域
居
住
等

促
進
協
議
会
が
組
織
さ
れ
て
い
る
と
き
に
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●広域的地域活性化のための基盤整備に関する法律の一部を改正する法律

法法案案のの概概要要

【【目目標標・・効効果果】】
二地域居住の促進により、地方への人の流れの創出・拡大を図る
（KPI）①特定居住促進計画の作成数：施行後５年間で累計600件

    ②二地域居住等支援法人の指定数：施行後５年間で累計600法人

○コロナ禍を経て、UIJターンを含めた若者・子育て世帯を中心とする二地域
居住へのニーズが高まっていることから、地方への人の流れの創出・拡大
の手段として、二地域居住の促進が重要。しかし、その促進に当たっては、
「住まい」「なりわい（仕事）」「コミュニティ」に関するハードルが存在。

背背景景・・必必要要性性

• 市町村は、特定居住促進計画の作成等に関し必要な協議を行うため、当該市町村、都道府
県、二地域居住等支援法人、地域住民、不動産会社、交通事業者、商工会議所、農協等を
構成員とする二地域居住等促進協議会※3を組織可能

○そこで、二地域居住の促進を通じた広域的地域活性化のための基盤整備
を一層推進し、地方への人の流れの創出・拡大を図ることが必要。

１１ 【【都都道道府府県県・・市市町町村村のの連連携携】】 二二地地域域居居住住※※11促促進進ののたためめのの市市町町村村計計画画制制度度のの創創設設

市町村（特定居住促進計画）【新設】

✓ 広域からの来訪者（観光客等）を増加させるインフラ

（アクセス道路等）の整備事業等 【現行】

✓ 二地域居住に係る拠点施設 【新設】

✓ その整備を特に促進すべき重点地区 【新設】

⇒ インフラ整備（都道府県事業）について社会資本整備

  総合交付金（広域連携事業）により支援＜予算＞

✓ 特定居住促進計画の区域
✓ 二地域居住に関する基本的な方針

（地域の方針、求める二地域居住者像等）
* 住民の意見を取り入れた上で公表し、地域と二地域居住者と
を適切にマッチング

✓ 二地域居住に係る拠点施設の整備
✓ 二地域居住者の利便性向上、就業機会創出に資す

る施設の整備
* 事業の実施等について法律上の特例を措置

整
備
イ
メ
ー
ジ

＜コワーキングスペース＞

３３ 【【関関係係者者のの連連携携】】 二二地地域域居居住住促促進進ののたためめのの協協議議会会制制度度のの創創設設

２２ 【【官官民民のの連連携携】】 二二地地域域居居住住者者にに「「住住ままいい」」・・「「ななりりわわいい」」・・「「ココミミュュニニテティィ」」をを提提供供すするる活活動動にに
取取りり組組むむ法法人人（（二二地地域域居居住住等等支支援援法法人人※※22））のの指指定定制制度度のの創創設設

• 市町村長は二地域居住促進に関する活動を行うNPO法人、民間企業（例：不動産会社）等
を二地域居住等支援法人として指定可能

• 市町村長は空き家等の情報、仕事情報、イベント情報などの関連情報を情報提供（空き家
等の不動産情報は本人同意が必要）

• 支援法人は、市町村長に対し、特定居住促進計画の作成・変更の提案が可能
⇒ 支援法人の活動について支援＜予算＞

○このため、二地域居住者向けの住宅、コワーキングスペース、交流施設等
の整備や、市町村による地域の実情を踏まえた居住環境の整備の取組に
対する制度的な支援が必要。

都道府県（広域的地域活性化基盤整備計画）• 都道府県が二地域居住に係る事項を内容に
含む広域的地域活性化基盤整備計画を作
成したとき、市町村は二地域居住の促進に
関する計画（特定居住促進計画）を作成可能

• 特定居住促進計画には、地域における二地
域居住に関する基本的な方針、拠点施設の
整備に関する事項等を記載するものとし、当
該計画に定められた事業の実施等について
法律上の特例を措置（住居専用地域におい
て二地域居住者向けのコワーキングスペー
スを開設しやすくする等）

⇒ 空き家改修・コワーキングスペース整備について

支援＜予算＞

• 市町村は、都道府県に対し、二地域居住に
係る拠点施設と重点地区をその内容に含む
広域的地域活性化基盤整備計画の作成に
ついて提案が可能

＜住宅＞

※3法律上は「特定居住促進協議会」

※2法律上は「特定居住支援法人」

二地域居住等への関心

約３割

地方移住への関心（20歳代）

39.2％

関心層 44.8％

約半数

※１法律上は「特定居住」

▲

広
域
的
地
域
活
性
化
の
た
め
の
基
盤
整
備
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
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は
、
計
画
に
記
載
す
る
事
項
に
つ
い
て
協

議
会
に
お
け
る
協
議
が
必
要
で
あ
る
こ
と

な
ど
を
規
定
し
て
お
り
ま
す
。

②�【
官
民
の
連
携
】
二
地
域
居
住
者
に
「
住

ま
い
」・「
な
り
わ
い
」・「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
」
を
提
供
す
る
活
動
に
取
り
組
む

法
人
（
二
地
域
居
住
等
支
援
法
人
）
の

指
定
法
人
制
度
の
創
設

市
町
村
は
、
二
地
域
居
住
の
促
進
に
関

す
る
活
動
を
行
う
N
P
O
法
人
や
不
動
産

会
社
な
ど
の
民
間
企
業
等
を
二
地
域
居
住

等
支
援
法
人
（
法
律
上
は
特
定
居
住
支
援

法
人
）
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
支
援
法
人
の
円

滑
な
活
動
の
た
め
、
市
町
村
が
、
空
き
家

等
の
情
報
、
仕
事
情
報
、
イ
ベ
ン
ト
情
報

な
ど
の
関
連
情
報
を
当
該
法
人
に
対
し
情

報
提
供
（
空
き
家
等
の
不
動
産
に
係
る
所

有
者
関
連
情
報
に
つ
い
て
は
本
人
の
同
意

が
必
要
）
す
る
こ
と
等
を
措
置
し
て
お
り

ま
す
。

③�【
関
係
者
の
連
携
】
二
地
域
居
住
促
進

の
た
め
の
協
議
会
制
度
の
創
設

市
町
村
は
、
特
定
居
住
促
進
計
画
の
作

成
等
に
関
し
必
要
な
議
論
を
行
う
た
め
、

二
地
域
居
住
等
促
進
協
議
会
（
法
律
上
は

特
定
居
住
促
進
協
議
会
）
を
組
織
す
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
協

議
会
の
構
成
員
と
し
て
は
、
市
町
村
、
都

道
府
県
の
ほ
か
、
二
地
域
居
住
等
支
援
法

人
、
地
域
住
民
、
不
動
産
会
社
、
交
通
事

業
者
な
ど
、
市
町
村
が
必
要
と
認
め
る
者

が
参
画
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
計
画
の

作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
市
町
村
の
ど
の
エ

リ
ア
に
ど
の
よ
う
な
人
た
ち
が
入
っ
て
ほ

し
い
か
と
い
う
こ
と
や
、
二
地
域
居
住
者

に
地
域
と
ど
う
関
わ
っ
て
ほ
し
い
か
な

ど
、
二
地
域
居
住
に
対
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
に

つ
い
て
、
二
地
域
居
住
の
促
進
に
携
わ
る

民
間
事
業
者
も
含
め
、
官
民
で
話
し
合
い

を
進
め
て
意
思
決
定
を
す
る
こ
と
が
重
要

と
な
り
ま
す
。

４４
．
お
わ
り
に

．
お
わ
り
に

二
地
域
居
住
の
促
進
は
、
地
方
へ
の
人

の
流
れ
を
生
む
と
と
も
に
、
地
域
の
担
い

手
の
確
保
や
消
費
等
の
需
要
創
出
、
新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
や
後
継
者
の
確
保
、
関
係
人

口
の
創
出
・
拡
大
と
い
っ
た
社
会
的
な
効

果
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
二

地
域
居
住
を
行
う
個
人
に
と
っ
て
も
、
多

様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
実
現
を
通
じ
た

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
向
上
、
新
た
な
暮

ら
し
方
・
働
き
方
の
実
現
、
新
た
な
学
び

の
機
会
の
創
出
等
に
つ
な
が
る
と
い
っ
た

意
義
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
国
土
交
通
省

で
は
、
新
た
な
制
度
の
下
、
二
地
域
居
住

の
促
進
を
通
じ
た
地
域
づ
く
り
に
積
極
的

に
取
り
組
む
自
治
体
を
し
っ
か
り
と
支
援

し
、
一
つ
で
も
多
く
の
地
域
に
お
い
て
、

創
造
的
な
取
組
が
進
む
よ
う
、
今
般
の
法

律
の
円
滑
な
施
行
に
向
け
た
検
討
・
調
整

を
進
め
て
お
り
ま
す
。
意
欲
あ
る
自
治
体

に
お
か
れ
て
は
、
ぜ
ひ
新
制
度
を
活
用
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
は
な
り
ま
す
が
、
専
門
委
員
会

で
の
議
論
の
経
緯
及
び
中
間
と
り
ま
と
め

の
本
文
・
概
要
は
、
国
土
交
通
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
を
し
て
お
り
ま
す
。
中

間
と
り
ま
と
め
に
お
い
て
は
、
二
地
域
居

住
に
関
す
る
課
題
や
今
後
取
り
組
む
べ
き

方
向
性
だ
け
で
な
く
、
各
自
治
体
・
事
業

者
に
お
け
る
二
地
域
居
住
に
関
す
る
先
進

的
な
事
例
や
関
係
省
庁
の
施
策
に
つ
い
て

も
ご
紹
介
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
二
地

域
居
住
の
促
進
に
向
け
た
取
組
を
検
討
す

る
に
あ
た
っ
て
、
皆
さ
ま
の
ご
参
考
に
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
国
土
審
議
会
推
進
部
会
移
住
・
二
地
域

居
住
等
促
進
専
門
委
員
会
）

https://w
w

w
.m

lit.go.jp/ 
policy/shingikai/s104_
juunichiikikyojuu01.htm

l
（
広
域
的
地
域
活
性
化
の
た
め
の
基
盤
整

備
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
案
）

https://w
w

w
.m

lit.go.jp/ 
report/press/kokudoseisaku01_
hh_000205.htm

l

お電話の際には、車検証をお手元にご用意ください

●「車両共済（保険)制度」は、全国町村職員生活協同組合と損害保険ジャパン株式会社とが集団扱契約を締結し、実施しているものです。
●集団扱としてご契約いただけるのは、保険契約者および被保険者が損保ジャパンの定める条件を満たす場合のみとなります。
　このご案内は概要を説明したものです。詳細については、取扱代理店（千里）までお問い合わせください。

●お見積りのご請求・お申込み・お問い合わせなどは、下記までご連絡ください●

〈車両保険引受保険会社〉損害保険ジャパン株式会社

03-3519-73250120-731-087
（受付時間：祝日、年末年始を除く月～金　午前９時30分～午後５時）

FAXTEL

株式会社　千 里（取扱代理店）
〒100-0014  東京都千代田区永田町1-11-32  全国町村会館西館内
●ホームページアドレス　https://www.chisato-ag.co.jp/

車両共済（保険）のご案内車両共済（保険）のご案内
この車両共済（保険）は、町村生協の自動車共済で補償する対人賠償、対物賠償、限定
搭乗者傷害等に加え「ご自身のおクルマの補償（車両保険）」を追加する制度です。
お車が衝突した場合や台風 ・ いたずら ・ 盗難など偶然な事故で損害を被ったときに、
共済（保険）金をお支払いします。

SJ23-05507（2023.8.1作成）
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美
咲
町
の
概
要

岡
山
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
す
る
美
咲

町
は
、
平
成
17
年
３
月
22
日
に
久
米
郡
の
中

央
町
、旭
町
、柵
原
町
の
３
町
が
合
併
し
、「
美

し
く
咲
く
ま
ち
」
を
目
指
し
て
誕
生
し
ま
し

た
。
人
口
は
１
３
、
０
５
３
人
（
令
和
２
年

国
勢
調
査
時
）
で
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が

多
く
高
齢
化
率
は
40
％
を
超
え
て
い
ま
す
。

岡
山
県
北
部
の
中
心
都
市
で
あ
る
津
山
市

と
北
接
し
、
東
は
美
作
市
と
勝
央
町
、
西
は

真
庭
市
、
南
は
久
米
南
町
や
吉
備
中
央
町
、

赤
磐
市
、
岡
山
市
と
隣
接
し
て
お
り
、
県
北

部
や
南
部
と
は
Ｊ
Ｒ
津
山
線
、
国
道
53
号
、

国
道
３
７
４
号
、
国
道
４
２
９
号
等
で
結
ば

れ
て
い
ま
す
。

総
面
積
は
２
３
２
・
17
㎢
で
、二
上
山
（
６

特 集　未来へつなぐ森林整備等の取組

▲360度すり鉢状に広がる大垪和西の棚田「日本の原風景」に魅せられ、古民家やカフェもオープンしました

【
美
咲
町
の
森
林
環
境
譲
与
税
を��

�

活
用
し
た
取
組
】

◦
森
林
所
有
者
へ
森
林
管
理
に
つ
い

て
の
意
向
調
査
、
地
区
単
位
で
の

住
民
説
明
会
、
森
林
調
査
の
実
施

◦
周
囲
の
市
町
と
共
同
で
、
航
空

レ
ー
ザ
ー
で
得
ら
れ
た
森
林
情

報
や
資
源
量
を
解
析
し
、
そ
の

情
報
を
町
の
森
林
G
I
S
に
搭

載
し
て
林
業
振
興
に
活
用

◦
林
業
の
担
い
手
確
保
、
移
住
・

定
住
の
促
進
を
目
的
と
し
て
、

現
場
体
験
を
行
う
「
1
日
林
業

体
験
」、
実
践
的
な
講
習
を
行
う

「
林
業
実
務
研
修
会
」
を
開
催

◦
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
が
町
内
の
林

業
事
業
体
に
新
た
に
令
和
5
年

度
に
2
名
、
令
和
6
年
度
に
1

名
が
就
業

岡山県

美咲町

美み

咲さ
き

町ち
ょ
う

岡
山
県

林
業
の
担
い
手
確
保
に
向
け
た�

�

森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
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８
９
・
１
ｍ
）
を
は
じ
め
と
し
た
山
間
地
と

な
だ
ら
か
な
平
坦
地
が
続
く
地
形
と
な
っ
て

お
り
、
岡
山
県
三
大
河
川
で
あ
る
吉
井
川
と

旭
川
が
そ
れ
ぞ
れ
東
部
と
西
部
に
流
れ
て
い

ま
す
。
山
間
部
に
は
農
水
省
の
「
日
本
の
棚

田
百
選
」、「
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
」
に
も
選
ば

れ
た
大
垪
和
西
の
棚
田
、
小
山
の
棚
田
等
の

田
園
風
景
が
広
が
っ
て
お
り
、
年
間
を
通
じ

て
美
し
い
自
然
が
楽
し
め
る
ま
ち
で
す
。

主
な
産
業
は
農
業
で
、米
の
ほ
か
、ピ
オ
ー

ネ
や
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
等
の
ブ
ド
ウ
を

中
心
と
し
た
果
樹
、
黄
ニ
ラ
や
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
等
の
野
菜
、
鶏
卵
を
中
心
と
し
た
畜
産
物

の
生
産
が
盛
ん
で
す
。

主
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
は
、
駅
舎
が
カ
メ
の

形
を
し
た
「
Ｊ
Ｒ
亀
甲
駅
」、
約
５
、
０
０
０

本
の
花
が
咲
き
誇
る
桜
の
名
所
「
三
休
公

園
」、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
広
場
や
ラ
ベ
ン
ダ
ー

畑
、そ
し
て
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が
楽
し
め
る「
ま

き
ば
の
館
」、
旧
柵
原
町
の
鉱
山
の
歴
史
を

学
ぶ
資
料
館
や
旧
片
上
鉄
道
の
駅
舎
と
車
両

の
あ
る「
柵
原
ふ
れ
あ
い
鉱
山
公
園
」と
い
っ

た
施
設
が
あ
り
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て

い
ま
す
。

た
ま
ご
か
け
ご
は
ん
の
聖
地

美
咲
町
出
身
で
明
治
時
代
を
代
表
す
る

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
岸
田
吟
香
が
「
た
ま
ご
か

け
ご
は
ん
」
を
愛
好
し
、
日
本
に
広
め
た
と

さ
れ
る
説
が
あ
る
こ
と
、
町
内
に
西
日
本
最

大
級
の
養
鶏
場
が
あ
り
新
鮮
な
た
ま
ご
が
手

に
入
る
こ
と
、
日
本
の
棚
田
百
選
に
選
ば
れ

た
棚
田
か
ら
「
棚
田
米
」
が
と
れ
る
こ
と
等

か
ら
、
た
ま
ご
か
け
ご
は
ん
に
よ
る
ま
ち
お

こ
し
に
取
り
組
み
、
今
で
は
「
た
ま
ご
か
け

ご
は
ん
の
聖
地
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

た
ま
ご
か
け
ご
は
ん
が
食
べ
ら
れ
る
「
食

堂
か
め
っ
ち
。」
で
は
、
お
か
わ
り
自
由
の

「
黄こ
う

福ふ
く

定
食
」
等
の
メ
ニ
ュ
ー
が
人
気
を
博

し
て
お
り
、
平
成
20
年
の
オ
ー
プ
ン
以
来
全

国
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
、
令
和
５
年

12
月
に
は
来
場
者
１
０
０
万
人
を
達
成
し
ま

し
た
。

子
育
て
の
し
や
す
い
ま
ち

こ
ど
も
の
笑
顔
が
輝
き
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
、
令
和
５
年
２
月
に
ベ

ビ
ー
フ
ァ
ー
ス
ト
宣
言
を
行
い
、「
こ
ど
も

の
笑
顔
は
、み
ん
な
の
幸
せ
」を
町
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
、
地
域
ぐ
る
み
で
こ
ど

も
の
成
長
を
支
え
子
育
て
世
代
を
応
援
す
る

気
運
の
醸
成
や
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
同
年
10
月
に
は
「
こ
ど
も
ま
ん
な

か
応
援
サ
ポ
ー
タ
ー
」
宣
言
も
行
い
ま
し
た
。

美
咲
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
、
18
歳
ま

で
の
こ
ど
も
の
医
療
費
無
償
化
に
い
ち
早
く

取
り
組
み
、
３
人
以
上
お
子
さ
ん
の
い
る
家

庭
に
対
す
る
水
道
料
金
の
助
成
や
、
公
営
の

無
料
体
操
教
室
で
あ
る
み
さ
き
っ
こ
た
い
い

く
教
室
等
の
ユ
ニ
ー
ク
な
事
業
を
実
施
す
る

な
ど
子
育
て
支
援
策
を
充
実
さ
せ
て
き
ま
し

た
。
令
和
３
年
度
に
は
出
生
率
が
「
2
・

23
」
と
岡
山
県
内
で
も
２
番
目
に
高
く
、
全

国
平
均
と
比
べ
る
と
、
ほ
ぼ
１
人
多
く
お
子

さ
ん
が
生
ま
れ
て
い
る
計
算
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
ど
も
の
絶
対
数
は
年
々
減
少
し

▲�季節や時間によって表情を変える棚田。多くのカメラマ
ンが訪れています

▲�亀の形をしたユニークな外観の亀甲駅。人気の撮影
スポットにもなっています

▲�棚田米とこだわりのたまご、オリジナルしょうゆ
が人気の「美咲たまごかけごはん」

▲�全国から連日多くの方が訪れる「食堂かめっち。」。
昨年末には来場者100万人を達成しました
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て
お
り
、
引
き
続
き
、
対
策
を
講
じ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

令
和
５
年
４
月
に
「
こ
ど
も
笑
顔
課
」
を

新
設
し
、
同
年
５
月
に
町
長
を
本
部
長
と
す

る
「
こ
ど
も
笑
顔
推
進
本
部
」
を
設
置
し
て
、

全
庁
的
に
子
育
て
支
援
対
策
を
実
施
す
る
体

制
と
し
ま
し
た
。
現
在
、
中
高
生
や
子
育
て

世
代
の
方
と
町
長
が
直
接
対
話
す
る
「
フ

ラ
ッ
と
ト
ー
ク
」
の
実
施
や
、
町
独
自
の
子

育
て
ア
プ
リ
「
み
さ
キ
ッ
ズ
」
の
運
用
、「
み

さ
キ
ッ
ズ
ス
マ
イ
ル
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」

の
開
催
、
み
さ
キ
ッ
ズ
応
援
自
動
販
売
機

の
設
置
な
ど
新
た
な
施
策
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

小
中
一
貫
義
務
教
育
学
校
の
整
備

令
和
５
年
４
月
に
開
校
し
た
「
旭
学
園
」

は
岡
山
県
教
育
委
員
会
管
轄
で
岡
山
県
北
初

の
小
中
一
貫
義
務
教
育
学
校
で
す
。
児
童
・

生
徒
が
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
旭
地
域
の
小
学

校
と
中
学
校
を
統
合
し
て
小
中
一
貫
教
育
を

実
施
し
、
９
年
間
を
４
・
３
・
２
の
ス
テ
ー

ジ
に
分
け
、
義
務
教
育
期
間
を
見
通
し
た
弾

力
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
運
用
に
よ
り
、
こ

れ
か
ら
の
時
代
に
対
応
し
た
主
体
的
・
対
話

的
で
深
い
学
び
を
展
開
し
、
地
域
に
貢
献
す

る
人
材
を
育
て
る
教
育
を
実
施
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
少
子
化
や
過
疎
化
の
進
む
中

山
間
地
域
に
お
け
る
先
進
事
例
と
し
て
、
開

校
以
降
、70
件
余
り
の
視
察
が
あ
り
ま
し
た
。

中
に
は
、
モ
ン
ゴ
ル
教
育
大
学
や
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
教
育
大
学
か
ら
の
訪
問
も
あ
り
、
多
く

の
教
育
機
関
か
ら
高
い
関
心
を
集
め
て
い

ま
す
。

ま
た
、
令
和
６
年
４
月
に
は
、
柵
原
地
域

に
お
い
て
２
つ
の
小
学
校
と
１
つ
の
中
学
校

を
統
合
し
、
岡
山
県
北
２
校
目
の
小
中
一
貫

義
務
教
育
学
校
と
し
て
「
柵
原
学
園
」
が
開

校
し
ま
し
た
。

�

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た�

取
組

現
状
と
課
題

本
町
の
山
林
の
面
積
は
町
総
面
積
の
約

70
％
に
当
た
る
１
６
、
２
５
９
ha
で
、
民
有

林
面
積
は
１
５
、
４
５
９
ha
あ
り
、
こ
の
う

ち
人
工
林
面
積
は
５
、
５
８
８
ha
で
町
内
の

山
林
全
体
の
約
34
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
戦
後
の
造
林
事
業
に
よ
り
植

林
さ
れ
た
ヒ
ノ
キ
を
中
心
に
、
林
齢
お
よ
そ

５
～
35
年
生
の
立
木
が
約
15
％
を
占
め
て
お

り
、
間
伐
・
保
育
等
を
積
極
的
に
推
進
す
る

と
と
も
に
、
複
層
林
施
業
等
を
導
入
し
て
伐

採
林
齢
を
多
様
化
・
長
期
化
し
、
林
齢
構
成

の
平
準
化
を
図
る
等
、
人
工
林
資
源
の
保
続

培
養
を
進
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
近
年
、
林
業
従
事
者
の
高
齢
化
・

減
少
に
よ
る
労
働
力
不
足
や
木
材
価
格
の
低

迷
等
の
要
因
に
よ
り
、
森
林
所
有
者
の
林
業

に
対
す
る
関
心
と
森
林
施
業
意
欲
が
減
退

し
、保
育
作
業
の
遅
れ
が
加
速
し
て
い
る
等
、

林
業
を
め
ぐ
る
情
勢
は
極
め
て
厳
し
い
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
町
で
は
、
林
業
生
産
活
動
を
通
じ
た
適

切
な
森
林
整
備
を
図
り
、
森
林
の
有
す
る
公

益
的
機
能
が
高
度
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、
森

林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

森
林
環
境
譲
与
税
は
、
間
伐
や
林
業
人
材

の
育
成
・
担
い
手
の
確
保
、
木
材
利
用
の
促

進
や
普
及
啓
発
等
の
森
林
整
備
及
び
そ
の
促

進
に
関
す
る
事
業
の
財
源
に
活
用
さ
れ
る
こ

と
を
目
的
に
、
令
和
元
年
度
か
ら
都
道
府
県

及
び
各
市
町
村
に
譲
与
さ
れ
て
い
る
地
方
譲

与
税
で
す
。
本
町
で
は
令
和
５
年
度
ま
で
に

８
９
、
５
２
２
千
円
が
譲
与
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
に
合
計
５
８
、
３
８
０
千
円
（
見

込
み
）
を
活
用
し
、
残
額
は
積
み
立
て
て
い

ま
す
。

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
取
組

①
森
林
経
営
管
理
に
つ
い
て

「
森
林
経
営
管
理
事
業
」
と
し
て
令
和
元

年
度
か
ら
森
林
所
有
者
向
け
に
今
後
の
森
林

管
理
に
関
す
る
意
向
調
査
を
実
施
し
て
お

▲�森林整備についての説明や地域の方と意見交換を
行いました

▲�伐採についての安全教育や関係法令について座学
で講義を受けました

▲�「こどものまち」のシンボルとしてリニューアル
オープンした「みさキッズパーク」
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り
、
旧
町
単
位
で
の
説
明
会
や
、
地
区
単
位

で
の
座
談
会
（
令
和
３
年
度
：
３
地
区
、
令

和
４
年
度
：
３
地
区
、
令
和
５
年
度
：
３
地

区
）
を
通
じ
て
森
林
経
営
管
理
制
度
等
に
つ

い
て
周
知
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
承

諾
を
得
ら
れ
た
地
区
で
は
森
林
現
況
や
境
界

の
調
査
（
令
和
３
年
度
：
１
地
区
、
令
和
４

年
度
：
３
地
区
、
令
和
５
年
度
：
４
地
区
）

を
実
施
し
、
森
林
所
有
者
が
林
業
経
営
に
適

し
た
森
林
を
把
握
し
、
今
後
の
森
林
管
理
に

活
か
せ
る
よ
う
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

②
森
林
資
源
解
析
に
つ
い
て

津
山
市
、
鏡
野
町
、
勝
央
町
、
奈
義
町
、

久
米
南
町
、
美
咲
町
で
協
定
を
結
ぶ
「
津
山

圏
域
定
住
自
立
圏
」
に
お
い
て
、
令
和
４
年

度
か
ら
森
林
資
源
解
析
業
務
事
業
を
実
施

し
て
お
り
、
航
空
レ
ー
ザ
ー
で
得
ら
れ
た
森

林
情
報
の
解
析
や
得
ら
れ
た
木
材
の
資
源
量

等
の
デ
ー
タ
を
町
の
森
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
へ
搭
載
す

る
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
令
和
６
年
度
の

運
用
開
始
以
後
は
、
森
林
の
状
況
を
正
確
に

把
握
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
、
森
林
整
備
事
業

等
の
各
種
林
業
施
策
に
活
用
し
て
い
く
予
定

で
す
。

③
林
業
の
担
い
手
確
保
に
つ
い
て

本
町
で
は
、
林
業
の
担
い
手
確
保
や
そ
れ

に
伴
う
移
住
・
定
住
の
促
進
を
目
的
に
３
種

類
の
体
験
会
及
び
研
修
会
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
１
つ
目
が
林
業
の
簡
単
な
作
業
体
験
、

林
業
関
係
者
と
の
座
談
会
等
を
通
じ
て
森
林

や
林
業
へ
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
の

「
１
日
林
業
体
験
」（
令
和
３
年
度
：
18
名
、

令
和
４
年
度
：
９
名
、
令
和
５
年
度
：
12
名

が
町
内
外
か
ら
参
加
）、
２
つ
目
が
林
業
に

興
味
を
持
っ
た
方
向
け
に
実
践
的
な
技
術
教

習
や
実
地
見
学
を
通
じ
て
林
業
へ
の
就
業
イ

メ
ー
ジ
を
つ
か
ん
で
も
ら
う
た
め
の
「
林
業

実
務
研
修
会
」（
令
和
４
年
度
：
８
名
、
令

和
５
年
度
：
７
名
が
町
内
外
か
ら
参
加
）、

３
つ
目
が
町
内
林
業
者
向
け
に
安
全
講
習
や

技
術
実
習
を
通
じ
て
林
業
へ
の
定
着
を
目
的

と
し
た
「
林
業
技
術
向
上
研
修
会
」（
令
和

５
年
度
：
８
名
が
参
加
）
で
す
。
事
業
効
果

と
し
て
令
和
５
年
度
か
ら
２
名
が
就
業
し
、

令
和
６
年
度
か
ら
１
名
が
新
た
に
町
内
の
林

業
事
業
体
に
就
業
予
定
で
す
。

「
1
日
林
業
体
験
」
及
び
「
林
業
実
務
研

修
会
」
の
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
久
米
郡
森

林
組
合
と
企
画
段
階
か
ら
連
携
し
、
経
験
豊

富
な
講
師
や
多
様
な
林
業
機
械
類
に
よ
る
、

充
実
し
た
指
導
と
柔
軟
な
講
義
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
設
定
が
で
き
た
こ
と
か
ら
、
参
加
者
ア
ン

ケ
ー
ト
に
お
け
る
満
足
度
も
高
く
な
っ
て
お

り
ま
す
。ま
た
、町
の
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
よ
る
周
知
に
加
え
、
岡
山
県
や
林
業
関

連
団
体
へ
の
協
力
依
頼
や
、
林
業
イ
ベ
ン
ト

へ
の
ブ
ー
ス
出
展
等
、
周
囲
を
巻
き
込
ん
で

取
組
を
展
開
し
た
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
多

く
の
参
加
者
を
確
保
で
き
た
と
考
え
て
い

▲�木の材積、森林の状況について専用の機器を使っ
た森林調査体験

▲�木材市場を見学し、伐採した木の流通や価格状況
について説明を受けました

▲�講師からマンツーマンで、安全で確実な伐採法に
ついて学ぶ参加者

▲�運搬や固定など林業の各種作業で重要なロープの
使い方を習得

▲�チェーンソーを分解し、組み立てるポイントにつ
いて学びました

補償内容・保険料の詳細は、ホームページをご覧ください。
公務員賠償責任保険HP まずは動画をチェック！

全国町村職員生活協同組合
公務員賠償責任保険のご案内生活総合保険

生活総合保険の
公務員賠償責任保
険なら、首長さま
も加入できます！！

公務に起因して、�
多額の損害賠償金
と争訟費用が個人
負担になったら…

首長さまへ 職員さまへ

生活総合保険は、公務員賠償責任保険と傷害総合保険（個人賠償責任補償・弁護士費用総合補償）を組み合わせたものの通称です。

公務員賠償責任保険

公務中のトラブルへのお守りに！

公務中の
加害事故を
補償

⃝加入手続きには、組合員番号（7桁）が必要となります。
⃝契約後は、自動継続となります。

申込方法　インターネットでいつでも加入OK！

支払方法　クレジットカード払い

保険期間　�申込日（毎月14日締切）の翌月１日～12月１日�
※中途加入の申込締切は8月14日です。

加入資格　全国町村職員生活協同組合の組合員 商品内容・お申込み手続きに関するお問い合わせ先
【取扱代理店】
株式会社 千里
TEL：03-5157-2388
受付時間：平日9：30 ～ 17：00

【引受保険会社】
損害保険ジャパン株式会社
TEL：03-3349-5408
受付時間：平日9：00 ～ 17：00
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ま
す
。

今
後
の
展
望

令
和
６
年
度
よ
り
森
林
環
境
税
が
導
入
さ

れ
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
森
林
や
林
業
へ
の
関

心
の
高
ま
り
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
本
町
で

は
森
林
環
境
譲
与
税
の
適
切
で
効
果
的
な
活

用
に
向
け
て
全
町
的
に
取
り
組
む
た
め
「
森

林
環
境
譲
与
税
の
活
用
に
向
け
た
基
本
方
針

（
仮
）」
の
策
定
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

方
針
で
は
、
庁
内
の
検
討
会
で
の
議
論
や

町
内
林
業
関
係
者
の
意
見
等
を
踏
ま
え
、
今

後
の
森
林
環
境
譲
与
税
の
使
途
及
び
関
連
施

策
の
展
開
に
つ
い
て
、
町
の
方
針
を
公
表
す

る
予
定
で
す
。

今
後
も
、
本
町
の
適
切
な
森
林
整
備
を
進

め
る
と
と
も
に
、
こ
ど
も
た
ち
に
笑
顔
を
届

け
ら
れ
る
よ
う
な
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用

を
目
指
し
て
取
組
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

�
岡
山
県
久
米
郡
美
咲
町　

産
業
観
光
課

�

　

主
査　

林
田　

祐
樹

▲�県内外から様々な年代の方が参加。林業体験型の
見学ツアー

▲講師に指導を受けながら自力での木の伐採に挑戦▲�林業用の重機を操作し木材の集積や枝払いを行い
ました

補償内容・保険料の詳細は、ホームページをご覧ください。
公務員賠償責任保険HP まずは動画をチェック！

全国町村職員生活協同組合
公務員賠償責任保険のご案内生活総合保険

生活総合保険の
公務員賠償責任保
険なら、首長さま
も加入できます！！

公務に起因して、�
多額の損害賠償金
と争訟費用が個人
負担になったら…

首長さまへ 職員さまへ

生活総合保険は、公務員賠償責任保険と傷害総合保険（個人賠償責任補償・弁護士費用総合補償）を組み合わせたものの通称です。

公務員賠償責任保険

公務中のトラブルへのお守りに！

公務中の
加害事故を
補償

⃝加入手続きには、組合員番号（7桁）が必要となります。
⃝契約後は、自動継続となります。

申込方法　インターネットでいつでも加入OK！

支払方法　クレジットカード払い

保険期間　�申込日（毎月14日締切）の翌月１日～12月１日�
※中途加入の申込締切は8月14日です。

加入資格　全国町村職員生活協同組合の組合員 商品内容・お申込み手続きに関するお問い合わせ先
【取扱代理店】
株式会社 千里
TEL：03-5157-2388
受付時間：平日9：30 ～ 17：00

【引受保険会社】
損害保険ジャパン株式会社
TEL：03-3349-5408
受付時間：平日9：00 ～ 17：00
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情　報

社会構造変革下における
教育政策をめぐる地方財政

JFM×GRIPS連携プロジェクト
～新時代における地域に貢献するひとづくりを考えるシンポジウム～

● シンポジウムの申込みは、以下のURL又は右のQRコードから
 https://admin.prius-pro.jp/m/Cf2525123/form.php?f=7　　  

                       主　      催 ： 地方公共団体金融機構（Japan Finance Organization for Municipalities）
お問合せ先 ： 地方公共団体金融機構　地方支援部　調査企画課　
　　　　　　　TEL：03-3539-2676　 e-mail：jfm.seminar2024@creativefactory-co.jp

 
 

8月8日木 13：30-16：45
ホテルルポール麹町２階［ロイヤルクリスタル］×Zoom  
東京都千代田区平河町2-4-3

概 要
１  開会挨拶
      佐藤　文俊（地方公共団体金融機構理事長）
２  基調講演
     「社会構造変革下における教育政策をめぐる地方財政」

 伊集　守直（横浜国立大学経済学部教授）
３  研究成果報告　※≪ ≫内は調査担当国

倉地　真太郎（明治大学政治経済学部准教授）≪デンマーク≫
 伊集　守直（横浜国立大学経済学部教授）≪スウェーデン≫
 小西　杏奈（専修大学経済学部准教授）≪フランス≫
 佐藤　一光（東京経済大学経済学部教授）≪ドイツ≫
 関口　智（立教大学経済学部教授）≪アメリカ≫

４  パネルディスカッション
       青木　栄一（東北大学大学院教育学研究科教授）

高橋　洋平（鎌倉市教育長）　
関口　智（立教大学経済学部教授）
小西　杏奈（専修大学経済学部准教授）　

【コーディネーター】伊集　守直（横浜国立大学経済学部教授）

 
 
 

５  閉会挨拶
 高田　寛文（政策研究大学院大学副学長・教授）

対  象：地方自治体職員
               地方行財政・教育関係研究者

     等
方  式：ハイブリッド（対面×Zoom）
参加費：無料
言  語：日本語

※プログラム終了後、適宜、名刺交
換していただく時間を設けており
ます。

 

 

2024年
日 時

プログラム

　地方公共団体金融機構（JFM）と国立大学法人政策研究大学院大学（GRIPS）は、人口減少時代等社会構
造変革下における地方財政に関する連携プロジェクトを立ち上げ、我が国の健全な地方行財政運営に寄
与することを目的に取組を進めています。
　令和３年度から５年度まで、教育・人づくりをテーマに、スウェーデン、デンマーク、フランス、ドイツ
及びアメリカとの国際比較や国内の先進事例調査を行い、それらを踏まえた我が国の地方財政の課題・
在り方について検討を行いました。
　本シンポジウムでは、各国の現地調査を行った調査研究委員５名が登壇し、その研究成果について、我
が国の地方自治体における教育行政やその財政運営において参考にすべきこと等を報告します。その後、
教育現場に詳しい有識者を交えて、パネルディスカッションを行います。
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川
越
町
は
、三
重
県
の
北
部
に
位
置
し
、

東
海
道
の
宿
場
町
、
城
下
町
と
し
て
発
展

し
て
き
た「
桑
名
市
」、石
油
化
学
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
や
多
様
な
モ
ノ
づ
く
り
企
業
が
集

積
す
る
国
内
有
数
の
産
業
都
市
「
四
日
市

市
」
な
ど
に
隣
接
す
る
町
域
が
８
・
72
㎢

の
県
内
で
２
番
目
に
小
さ
い
ま
ち
で
す
。

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
な
が
ら
、
充
実
し

た
道
路
交
通
網
に
よ
り
、
県
内
外
へ
の
ア

ク
セ
ス
が
良
く
、
平
成
２
年
以
降
、
若
い

世
代
の
人
口
流
入
も
あ
り
、
人
口
増
加
が

続
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
内
を
流
れ
る
２
本
の
二
級
河

川
は
伊
勢
湾
へ
と
注
ぎ
、
朝
明
川
河
口
部

に
は
貴
重
な
自
然
干
潟
の
「
高
松
海
岸
」

が
残
る
な
ど
、
都
市
化
が
進
む
中
で
も
、

豊
か
な
自
然
環
境
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

当
町
は
、
昭
和
36
年
５
月
１
日
に
町
制

を
施
行
し
、
先
人
の
方
々
が
、
日
々
努
力

を
重
ね
、
長
い
年
月
を
か
け
て
、
歴
史
を

創
り
、
現
在
の
川
越
町
が
あ
り
ま
す
が
、

町
制
施
行
の
大
き
な
要
因
と
な
り
ま
し
た

の
は
、
昭
和
34
年
に
各
地
に
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
た
伊
勢
湾
台
風
の
襲
来
で

す
。
死
者
・
行
方
不
明
者
は
、
１
７
４
人

に
の
ぼ
り
、
当
時
の
総
人
口
８
、
０
０
７

人
の
う
ち
、
７
、
３
２
２
人
が
罹
災
し
ま

し
た
。
記
録
に
よ
り
ま
す
と
、
台
風
に
よ

り
、
河
川
堤
防
が
延
べ
６
５
０
ｍ
、
海
岸

部
は
延
べ
２
、
５
０
０
ｍ
決
壊
し
た
と
あ

り
ま
す
が
、
町
内
が
ほ
ぼ
全
域
海
抜
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
で
あ
る
当
町
に
と
っ
て
、

堤
防
決
壊
が
い
か
に
危
機
的
状
況
で
あ
っ

た
か
は
、想
像
に
難
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

当
時
、
５
歳
だ
っ
た
私
は
、
翌
朝
、
町
内

の
94
％
に
及
ぶ
家
屋
が
被
害
を
受
け
た
壊

滅
的
な
状
況
を
目
の
当
た
り
に
し
、
間
も

な
く
65
年
が
経
ち
ま
す
が
、
そ
の
光
景
を

今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。

伊
勢
湾
台
風
を
教
訓
と
し
、
復
旧
・
復

興
を
進
め
る
中
で
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な

被
害
を
出
さ
な
い
よ
う
に
、
海
面
埋
立
て

を
行
い
、
防
波
堤
の
機
能
を
兼
ね
備
え
た

工
業
団
地
を
造
成
す
る
計
画
が
持
ち
上
が

り
ま
し
た
。
当
時
の
町
の
面
積
の
４
分
の

１
を
増
や
す
と
い
う
こ
の
計
画
は
、
総
事

業
費
50
億
円
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

当
時
、
当
町
の
年
間
予
算
が
２
億
円
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
基
礎
自
治
体
が
行

う
事
業
と
し
て
、
い
か
に
壮
大
で
、
困
難

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
っ
た
か
は
想
像
を
絶

す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

昭
和
37
年
７
月
15
日
に
「
公
有
水
面
埋

立
免
許
申
請
」
を
行
っ
て
か
ら
、
十
余
年

を
要
し
た
こ
の
事
業
は
、
１
７
０
万
㎡

（
約
50
万
坪
）
の
埋
立
地
を
完
成
さ
せ
、

昭
和
48
年
５
月
29
日
に
竣
工
認
可
を
迎
え

ま
し
た
。

さ
ら
に
驚
く
べ
き
こ
と
は
、
町
の
財
源

を
使
わ
ず
、
民
間
事
業
者
が
事
業
費
の
全

額
を
立
て
替
え
、
請
け
負
っ
て
い
る
こ
と

で
あ
り
、
官
民
連
携
の
先
駆
け
と
も
言
え

る
事
業
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
よ
う
な
町
の
歴
史
も
あ
り
、
歴
代

の
町
長
は
、
防
災
対
策
を
最
重
要
施
策
と

し
て
掲
げ
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
私
自
身
も
「
子
育
て
支
援
」

を
は
じ
め
「
学
校
教
育
」、「
健
康
づ
く
り
」、

「
障
害
者
・
高
齢
者
福
祉
」
な
ど
各
分
野
の

重
要
施
策
を
進
め
る
中
で
も
、
町
民
の
皆

さ
ま
の
生
命
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
と
し
、

ま
ち
の
安
全
の
要
で
あ
る
「
河
川
堤
防
・

海
岸
堤
防
」
の
強
化
を
実
現
し
、
避
難
所

機
能
を
有
す
る
水
防
倉
庫
の
整
備
事
業
を

は
じ
め
、
保
育
所
に
併
設
し
た
津
波
避
難

施
設
、
津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
整
備
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
多
様
な
災
害
が
頻
発
し
、

激
甚
化
す
る
現
在
、
災
害
時
に
求
め
ら
れ

る
「
自
助
・
共
助
」
の
力
を
高
め
る
取
組

を
並
行
し
て
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
っ
て
活
動
機
会
は
減
少
し
、
災

害
に
備
え
る
意
識
高
揚
や
行
動
を
促
す
取

組
の
停
滞
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
。

そ
の
影
響
は
、
防
災
に
限
ら
ず
、
地
域

活
動
に
も
及
ん
で
お
り
、
住
民
同
士
の
交

流
機
会
は
減
少
し
、
さ
ら
に
は
、
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
も
あ
り
、
当
た
り
前

で
あ
っ
た
「
ご
近
所
づ
き
あ
い
」
は
、
過

去
の
原
風
景
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

当
町
は
、
県
内
で
最
も
高
齢
化
率
の
低

い
自
治
体
で
す
が
、
着
実
に
進
展
す
る
高

齢
社
会
に
お
い
て
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
で
あ
る

た
め
に
は
、
住
民
同
士
が
見
守
り
、
助
け

合
い
・
支
え
合
え
る
「
自
助
・
共
助
」
の

地
域
づ
く
り
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
令
和

６
年
５
月
に
新
た
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
拠
点
施
設
「
さ
さ
え

あ
い
」に
多
く
の
方
が
集
い
、交
流
し
、
地

域
づ
く
り
の
自
主
的
で
、
活
発
な
活
動
が

展
開
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

町
制
を
施
行
し
ま
し
た
昭
和
36
年
５
月

１
日
に
８
、４
５
６
人
で
あ
っ
た
人
口
は
、

現
在
、
１
５
、
６
５
０
人
と
な
り
、
今
後

も
増
加
傾
向
が
続
く
と
見
込
ん
で
い
ま

す
。
当
町
の
強
み
で
あ
る
「
コ
ン
パ
ク
ト

さ
」
を
活
か
し
、町
民
か
ら
見
え
る
行
政
、

町
民
が
中
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

「
笑
顔
が
つ
な
が
る　

み
ん
な
で
支
え

る　

ま
ち
づ
く
り
」
を
原
点
に
、「
安
心

し
て　

笑
顔
で　

住
み
続
け
ら
れ
る
ま

ち
」
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

ず
～
～
～
っ
と
暮
ら
し
た
い
町
　

か
わ
ご
え

城し
ろ

田た

　
政ま

さ

幸ゆ
き

三
重
県
川か

わ

越ご
え

町
長
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